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平成 25 年５月 23 日 

各  位 

                          会社名 株式会社ビジネスブレイン太田昭和 

                          代表者名   代表取締役社長 石川 俊彦 

                               （ＪＡＳＤＡＱ・コード９６５８） 

                          会社名 JFE システムズ株式会社 

                          代表者名   代表取締役社長 菊川 裕幸 

                               （東証第２部・コード４８３２） 

 

株式会社ビジネスブレイン太田昭和と株式会社ビジネスブレイン太田昭和と株式会社ビジネスブレイン太田昭和と株式会社ビジネスブレイン太田昭和と JFEJFEJFEJFE システムズ株式会社のシステムズ株式会社のシステムズ株式会社のシステムズ株式会社の    

資本および業務提携に関するお知らせ資本および業務提携に関するお知らせ資本および業務提携に関するお知らせ資本および業務提携に関するお知らせ    

 

株式会社ビジネスブレイン太田昭和(以下「ビジネスブレイン太田昭和」といいます。)およびJFEシス

テムズ株式会社 (以下「JFEシステムズ」 といいます。) の両社は、平成25年５月23日開催の両社取締

役会において両社の企業価値の向上と事業基盤および経営基盤の拡充を図るために資本および業務提携

を行うことを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．資本および業務提携の理由 

ビジネスブレイン太田昭和は主たる事業として「会計・経営分野を中心としたコンサルティング、シ

ステム開発事業」を推進して参りました。また、JFE システムズは主たる事業として「製造・流通業界向

けを中心としたシステム開発、ソリューション事業」を推進して参りました。 

両社は、ビジネスブレイン太田昭和のコンサルティング・システム開発事業と JFE システムズのシス

テム開発・ソリューション事業が相互に補完関係を築けるものとの認識の下、両社の経営資源・ノウハ

ウを相互に活用することにより、多様化する顧客ニーズへの対応強化、および両社の企業価値の極大化

と事業基盤および経営基盤の拡充を図ることが可能になると考えて、資本および業務提携を行うことと

いたしました。 

本資本・業務提携後、両社は友好的かつ緊密な連携・協力関係のもと、JFE システムズはビジネスブレ

イン太田昭和の会計・経営コンサルタントの活用を通じて、またビジネスブレイン太田昭和は JFE シス

テムズのシステム開発力および各種ソリューションの活用を通じて、相互の受注拡大と顧客に対する高

品質なサービス提供を実現することができるものと考えております。 
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２．業務提携の内容 

業務提携の内容は、以下の通りであります。 

(1) 相互の顧客基盤・サービスをベースとしたソリューション拡販協力 

・ 共同セミナー開催、相互顧客への紹介を通じた相互保有ソリューションの拡販協力 

・ 相互保有ソリューションの連携による差別化商品の創出 

(2) システム開発案件における共同受注・相互補完 

・システム開発案件における共同受注 

・JFE システムズの案件に対するビジネスブレイン太田昭和による会計・経営管理領域でのコンサル

ティング・開発支援 

・ビジネスブレイン太田昭和の案件に対する JFE システムズによる生産・販売・物流領域でのコン

サルティング・開発支援 

(3) 相互の得意分野・ノウハウによる新規提携分野の開拓 

 

今回の業務提携により、双方合わせて今後３年間で売上相乗効果 10億円を目標といたします。 

 

３．資本提携の内容 

今回の業務提携に際して、ビジネスブレイン太田昭和は JFE システムズを処分先とする第三者割当に

よる自己株式の処分を実施します。処分の概要は以下のとおりであります。 

処分期日 平成 25 年６月 11 日 

処分株式数 300,000 株 

処分価額 １株につき 647 円 

処分価額の額 194,100,000 円 

処分方法 第三者割当による処分 

その他 該当事項はありません。 

当該第三者割当による自己株式の処分に関する詳細につきましては、平成 25 年５月 23 日（本日）付

ビジネスブレイン太田昭和プレスリリースの「第三者割当による自己株式の処分に関するお知らせ」を

ご参照ください。 
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４．両当事者の概要                        （平成 25年３月 31日現在） 

商号 株式会社ビジネスブレイン太田昭和 ＪＦＥシステムズ株式会社 

所在地 東京都港区西新橋一丁目２番９号  東京都墨田区太平四丁目１番３号 

代表者の役職・氏名 代表取締役社長 石川俊彦 代表取締役社長 菊川 裕幸 

事業内容 
経営およびシステムコンサルティング、

ビジネスシステム開発など 

情報システムの企画、設計、開発、運用・

保守など 

資本金の額 2,233,490 千円 1,390,957 千円 

設立年月日 昭和 42 年８月 26 日 昭和 58 年９月 1 日 

発行済株式数  9,046,000 株 78,530 株 

事業年度の末日 ３月 31 日 ３月 31 日 

従業員数 896 人<連結> 1,826 人<連結> 

大株主及び持株比率 

株式会社日立ソリューションズ 8.70% ＪＦＥスチール株式会社 65.15% 

ＢＢＳグループ従業員持株会 4.91% ＪＦＥシステムズ社員持株会 8.62% 

株式会社ケイ・ワイ 4.87% 富士通株式会社 3.18% 

日本マスタートラスト信託銀行

株式会社（従業員持株ＥＳＯＰ信

託口） 

3.26% アトラス情報サービス株式会社 0.64% 

関 節 1.30% ＪＦＥアドバンテック株式会社 0.64% 

木村 幸弘 1.25% ＪＦＥ電制株式会社 0.64% 

前田建設工業株式会社 1.11% ＪＦＥメカニカル株式会社 0.64% 

大和 知世 1.00% ＪＦＥ物流株式会社 0.64% 

辻 正弘 0.84% 三井住友信託銀行株式会社 0.64% 

ｸﾚﾃﾞｨｯﾄ ｽｲｽ ｱｰｹﾞｰ ﾁｭｰﾘｯﾋ 0.80% 宗教法人 光照寺 0.15% 

最近３年間の経営成績及び財政状態（百万円） 

決算期 
平成 23 年 

３月期 

平成 24 年 

３月期 

平成 25 年 

３月期 

平成 23 年 

３月期 

平成 24 年 

３月期 

平成 25 年 

３月期 

連結純資産 6,476 5,977 5,160 8,965 9,199 9,561 

連結総資産 10,086 10,291 10,300 16,114 18,229 18,951 

１株当たり純資産(円) 704.17 779.00 970.11 110,441.91 113,534.13 117,971.09 

連結売上高 14,430 15,374 15,978 27,101 32,754 33,736 

連結営業利益 452 845 781 405 878 923 

連結経常利益 469 866 811 419 841 926 

連結当期純利益 228 251 464 204 352 503 

１株当たり連結当期

純利益(円) 
25.92 31.60 65.70 2,601.15 4,482.81 6,407.83 

１株当たり配当金(円) 8.00 12.00 15.00 1,400.00 2,000.00 2,000.00 



4 

 

 

５．日程 

両社取締役会 平成 25 年５月 23 日（本日） 

業務提携に関する契約の締結 平成 25 年５月 23 日（本日） 

ＪＦＥシステムズを処分先とするビジネス

ブレイン太田昭和自己株式の処分 

平成 25 年６月 11 日（予定） 

 

 

６．今後の見通し 

今回の資本および業務提携に係わり、新たに「業務提携推進委員会（仮称）」を創設し、業務提携によ

る具体的なビジネスプラン等を策定してまいりますが、これが両社の業績に与える影響等につきまして

は、判明次第速やかに開示してまいります。 

 

【本件問い合わせ先】 

・株式会社ビジネスブレイン太田昭和 

取締役執行役員管理本部長  野﨑 正幸  TEL 03-3507-1302 

 

・JFEシステムズ株式会社 

執行役員経営企画部長    中村  元  TEL 03-5637-2102 

                                        以  上 

当事会社間の関係 

資本関係 該当事項はありません。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 

ビジネスブレイン太田昭和と JFE システムズは、平成 18 年３月

28 日付で取引基本契約を締結しており、同契約に基づき、ビジ

ネスブレイン太田昭和は JFE システムズに対してコンサルティ

ング、システム開発サービスを提供し、 JFE システムズよりシ

ステムツールの納入を受けております。 

関連当事者への

該当状況 
該当事項はありません。 


